
EA951BW-1～-5、　EA951BW-64～-127
（自由丁番）

○ 扉を内、外どちらにでも開けることができます。
○ 常に扉が閉じた状態になるようにばねが内蔵されています。

：廃番

L 1 L 2 W 1 W 2 H 1 H 2 P P 1 P 2 P 3 P 4 P 5 φ d
EA951BW-1 64 78 20 12.1 9 18.2 45 － 43 13 － 7.5 φ 4.3 3×2
EA951BW-2 76 91 21.2 9.6 51.8 33 55 7.5 6.5 －
EA951BW-3 101.6 116.6 26.2 10.6 57.3 46 79 8.6 9 －
EA951BW-4 127 145 31 16 12.4 24.2 66.5 51 102 9.6 11.2 9.6
EA951BW-5 151.2 169.2 35.4 17.6 12.8 24.2 72.5 62 122 12 12.4 12
EA951BW-64 63.5 79 19 7.5 8 15 46 － 43.5 15 － 8 φ 4.0 3×2
EA951BW-76 77 95.5 23 9.5 49 33.5 8 － φ 5.0
EA951BW-102 102 120 24 12 54 77 9.5 － φ 4.5
EA951BW-127 127 150 27 16 13.4 22 65 44 91 11 10 － φ 5.0
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SUS304
（ヘアライン仕上）
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取付例

1. 柱の幅寸法をお調べ下さい。柱の幅寸法が

丁番の適合扉厚と合う丁番をお選び下さい。

（図 - 1）

2. 柱の幅寸法に合った、丁番の適合扉がない

場合はご使用になりたい丁番の適合扉厚

範囲内の補助板を柱に取り付けて下さい。

（図 - 3）

3. 丁番を柱と扉に皿タッピンねじで取り付けて

下さい。（図 - 3）

4. 扉を開けた時、バネで自然に閉じる様にす

る為に、調整穴に調整棒を差し込み、バネ

が働く方向へ回して調整ピンを調整穴へ差

し込んで調整棒を抜いてください。

※バネが働く方向に調整するには調整穴が

上側にある場合、上方向から見た時、反

時計回りに調整棒を回します。（図 - 4）

調整穴が下側にある場合、上方向から見

た時、時計回りに調整棒を回します。

（図 - 5）

5. 扉を開閉して見て下さい。扉の閉じる力を

調整したい場合は調整ピンをはずし4項と

同じ調整をし、調整後調整ピンを調整穴に
調整棒
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図 - 4 調整穴が上側にある場合 図 - 5   調整穴が下側にある場合

図 - 6   取付いた状態
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